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多摩ニュータウン環境組合

平成３１年２月

住民説明会

事務局長あいさつ
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職員紹介

• 多摩ニュータウン環境組合

富澤事務局長

星野総務課長

飯塚施設課長

• 構成市 八王子市 原田資源循環部長

町田市 水島環境資源部長

多摩市 吉井環境部長

✽組織の概要

➢団 体 名 多摩ニュータウン環境組合

平成５年(1993年)４月１日設立

➢構成団体 八王子市・町田市・多摩市

➢位置付け 特別地方公共団体(地方自治法第284条）

➢処理事務 ①ごみ処理施設の設置・運営

②最終処分場までの搬入

➢処理人口 118,016世帯 259,373人(H30.4.1）

➢処理区域 八王子市・町田市の一部、多摩市全域
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ごみ処理区域再編について

これまでの経過について

☆ 平成２１年１１月 住民説明会

⇒ 八王子市拡大区域（１２，０００ｔの搬入）

☆ 平成２７年 ２月 住民説明会

⇒ 構成三市の連携強化と相互協力

「現在の取り組みとごみ処理対象区域の再編について」

「ごみ処理区域再編検討状況について（中間報告）」
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☆ 平成２８年 ２月 住民説明会

⇒ 年間５４，０００ｔ以上のごみ量と
ごみ処理区域再編の必要性

☆ 平成３０年 ２月 住民説明会

⇒ 新たなごみ処理区域選定の考え方と
今後のスケジュール

「ごみ処理対象区域の再編検討状況について」

「ごみ処理区域再編検討状況について
皆さまの費用負担を増やさないために」

ごみ処理区域について
（現状）

青色：従来のニュータウン区域
緑色：八王子市の拡大区域
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ごみ処理区域について
（平成34（2022）年4月から予定）

青色：従来のＮＴ区域
赤字：八王子市の一部区域が全域になる区域
青字：八王子市の新たに追加される区域
オレンジ色：町田市の新たに追加される区域

この区域は八王

子市の工場で

処理します。

ごみ処理区域について
（搬入経路）

鎌倉街道

尾根幹線
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再編後のごみ処理区域

八王子市のごみ処理区域
青字：新たに加わる町
赤字：一部地域が全域になった町
黒字：従来からの町

中山 南陽台一丁目 南陽台二丁目 南陽台三丁目 北野台一丁目

北野台二丁目 北野台三丁目 北野台四丁目 北野台五丁目 長沼町

絹ヶ丘一丁目 絹ヶ丘二丁目 絹ヶ丘三丁目

下柚木 上柚木 越野 堀之内 鑓水

鑓水二丁目

下柚木二丁目 下柚木三丁目 上柚木二丁目 上柚木三丁目 堀之内二丁目

堀之内三丁目 東中野 大塚 鹿島 松が谷

南大沢一丁目 南大沢二丁目 南大沢三丁目 南大沢四丁目 南大沢五丁目

松木 別所一丁目 別所二丁目

再編後のごみ処理区域

町田市のごみ処理区域
青字：新たに加わる町

黒字：従来からの町

大蔵町 真光寺町 真光寺一丁目 真光寺二丁目 真光寺三丁目

広袴町 広袴一丁目 広袴二丁目 広袴三丁目 広袴四丁目

鶴川二丁目11番、14番（鶴川団地のみ）、15番

鶴川五丁目1番から4番、6番

鶴川六丁目7番から9番

小山ケ丘一丁目 小山ケ丘二丁目 小山ケ丘三丁目 小山ケ丘四丁目 小山ケ丘五丁目

小山ケ丘六丁目 小山町 字32号
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新たな処理区域の予測される
ごみ量及び搬入台数について

（１）八王子市新たな処理区域（平成34（2022）年度）

現状 （拡大区域・平成２９年度実績）

可燃ごみ（家庭系） 9,587 t/年 ４，２５０台

１日平均２１台程度

平成３４年度から

可燃ごみ（家庭系） 4,500 t程度/年
可燃ごみ（事業系） 600 t程度/年 約２，７００台 ※

不燃ごみ 300 t程度/年 １日平均１３台程度

※ ２ｔパッカー車で搬入した場合

搬入ルートは変更なし

新たな処理区域の予測される
ごみ量及び搬入台数について

（２）町田市新たな処理区域（平成34（2022）年度）

可燃ごみ（家庭系） 3,500t程度/年
可燃ごみ（事業系） 1,000t程度/年 約２，４００台 ※
不燃ごみ 300t程度/年 １日平均１２台程度

※ ２ｔパッカー車で搬入した場合

搬入ルートは鎌倉街道から尾根幹線を通り搬入

※参考

多摩卸売市場前交差点の交通量＝41,809台/日
（出典：平成28年度 交通量等調査業務委託報告書 多摩市環境部環境
政策課）
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区域再編までのスケジュール
について

• 平成３１(2019)年度

区域の確定

• 平成３２～３３(2020～2021)年度

規約改正

• 平成３４(2022)年度

４月～ 搬入開始

質疑応答
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ご清聴ありがとうございました。


